
○笑いあり、涙あり、有意義な講演でした。「心豊か
な感性のある子どもを育ててください」という宮
西先生の言葉が印象的です。４児の母親ですが、
言葉で伝えることができない感性を、絵本を通し
て子どもたちに伝えていければと思います。

○読み聞かせタイムがあり、小学生の娘も一緒に連
れて来れば良かったなと思いました。悪役の心を
ホッとあったかい心に変え、肩の力を抜いて、前
向きに、周りの人は「みんな味方だよ」と思わせる。
そんなメッセージが感じられ、よい講演でした。

○とても楽しい講演でした。絵本を通して心のあた
たかさをいっぱい感じることができました。トー
クも聞きやすく前のめりになって聞いていました。
たくさん笑って幸せな気分になり、外は寒いのに
とってもあたたかです。ぜひ子どもたちにも、本
を読んであげたいです。そして、コミュニケーショ
ンをたくさんとります。

○宮西先生の講演おもしろかったです。「人は感動で
動くんですよ」どうりで口で言っても聞かないと
思いました。読み聞かせもおもしろかったです。
うまい、へたはない。「自分の感性を伝えるのが読
み聞かせ」を言っておられました。なるほどと思
いました。

参加者のアンケートより
オープニングは、能登川中学校の吹奏楽部による軽やかな演奏で

始まりました。１２月らしい『クリマスソング』、『第九』をアレン
ジした音楽は、会場をなごやかにさせるすばらしい演奏でした。

開会式・表彰式の次は、いよいよ講演会。「お父さんはウルトラマ
ン～ウルトラパパの絵本と子育て～」と題して、絵本作家　宮西達也
先生のお話のはじまりはじまり。宮西先生の活動紹介と、絵本の読み
聞かせのお話をじっくり聞いた後、会場もスタッフもびっくり、宮西
先生からの指名がありいきなりステージへと。みんなで一緒に先生作
の絵本を使っての読み聞かせ会となりました。
ステージに上がった者は、先生に導かれながら、さまざま表現方法

で自分なりの個性を出そうと必死に読み聞かせに参加していたようで
す。会場は笑いの渦となり楽しいひと時が過ぎました。読み聞かせの
上手下手よりもまずやってみる、目の前の子どもたちと大切な時間を
いっしょに過ごすことに意味があるように感じました。子育ての基本
かなと思いました。また、宮西先生のお話から「やさしさとおもいや
り」の大切さを改めて感じました。
参加者アンケートには、いろいろな感想があり、　　　　　　　　

その中から紹介させてもらいます。

○まねしんぼ　○はらぺこへびくん
○おかあさんだいすきだよ　
○ドロドロドロキーンとゆうすいくん
○にゃーご　　○おまえうまそうだな
○ほうちょうさんききいっぱつ

「言葉で人は動くのでなく感動で動く」「大人も一生懸命生きよう」など、
参加者の心に響く言葉を残して講演会は終わりました。笑って、泣いて、すが
すがしい気持ちで帰られた方が多かったのではないでしょうか。
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笑って、泣いて、感動の渦

講演の中で読まれた絵本

平成29年

第102号  2018（平成30）年2月28日  （1）

ホームページ　http://www.shiga-pta.jp

102

発行者
滋賀県PTA連絡協議会
滋賀県P T A安全会
会  長  山 中 　　学
編  集  広 報 委員会
印  刷  竹 田 謄写堂滋 賀 県 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 広 報 紙



今日の科学技術の発展のもと社会は著しく
変化していきます。ＳＮＳ（ソーシャルネット
ワークサービス）に代表されるように、親が
育った社会状況は、今の子どもたちのものとは
異なり、その当時の感覚だけでは子育てはでき
にくくなっています。だからこそ私たちが学び
合い、今の社会に生きる大人として育っていか

なければなりません。そのためには、ＰＴＡ活動を通した学びは
ますます重要になってきます。しかし、どんな社会になっても変
わらないものがあることを忘れてはいけません。それは、親と子
のつながり、親同士のつながり・コミュニケーションです。これ
らは見えにくいかもしれませんが、共に生活し活動する中で得ら
れるものだと思います。この大会が、親育ちの場であり、子ども
たちのためにつながり合う場であることを確認しましょう。

一、 私たちは、家庭・学校・地域社会との「つながり」をより一
層深めるための核となり、みんなで子育てできるＰＴＡ活
動を推進します。

一、 私たちは、「いじめ」や「虐待」の防止に努めるとともに、
自らの人権感覚を磨き、自他の生命や人権を大切にするＰ
ＴＡ活動を推進します。

一、 私たちは、コミュニケーションツールの使い方を家庭や学
校で話し合い、子どもたちが安心して成長していくための
ＰＴＡ活動を推進します。

一、 私たちは、親同士の連携を密にし、子育ての情報交換を活
発にする中で、親育ちのためのＰＴＡ活動を推進します。

一、 私たちは、会員相互の研修に努め、子どもたちを取り巻く
社会環境の変化に対応できるＰＴＡ活動を推進します。

平成２９年１２月９日　第６０回滋賀県ＰＴＡ大会

大 会 宣 言 決 　 議

第3回 関西スマホサミット in 大阪開催！
事前研修会 アネックスパル法円坂 大阪市阿倍野区民センター11/19 1/27

　１１月１９日（日）
アネックスパル法
円坂（大阪市）で、
関西スマホサミッ
ト事前研修会が行
われました。
　本県からは、児
童・生徒５名が参
加しました。昨年
との違いは、福島県の児童・生徒たちとリアルタイム（スカ
イプによる交流）の研修会でした。近畿各府県から集まった
小中高生が学年も府県もバラバラになり、５つのグループに
分かれて、竹内和雄先生（兵庫県立大学准教授）がコーディ
ネーターとなり「スマホのメリット、デメリット」をテーマ
にワークショップが行われました。一人一人が意見や知って
いる情報を付箋に書き、その後、よく似たものどうしに分類
しながら模造紙に貼り、タイトルをつけていきました。でき
あがったものを使って、発表をグールプごとに行いました。
同じことを福島でも行い、スカイプを使って交流を深めてい
きました。
 　１月２７日（土）、第３回関西スマホサミットｉｎ大阪が
大阪市阿倍野区民センターで行われました。

　本県から、６名の児童・生徒とＰＴＡ会員等２０名が参加
しました。今回は、東日本大震災にあわれた福島県ＰＴＡ連
合会からも参加していただき児童・生徒の交流が行われまし
た。被災時のＳＮＳの効用等について、連絡を取り合うため
に便利であり情報を得ることができた反面、その情報が正し
いのかどうか信頼性を心配することもあった、またチェーン
メールなどでデマが流されたり、風評被害があったりとマイ
ナス面もあったとの報告がありました。ＳＮＳは、子どもだ
けでなく大人の課題でもあり、情報モラル・情報リテラシー
を共に学んでいかなければならないことなどが確認されまし
た。最後に、コーディネーターの竹内先生が、スマホにかか
わる子どもたち
の課題を解決し
ていくには、子
どもが自分で考
え、判断できる
力、子どもが自
立できるように
育てていくこと
が大切であると
話されました。
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県P大会にはたくさんの方に参加いただき、ありがとうござ
いました。宮西先生の講演会はとても楽しく、参加いただけな
かった方はちょっぴり損したかも（笑）その分は次回の大会で
取り戻していただきましょう。61回県P大会も乞うご期待！

編集後記

草津市立 玉川小学校PTA 
玉川小ＰＴＡの元気な朝を取材しまし
た。小学校に隣接する道路の整備により
歩道ができ、２学期より通学路が変更と
なりました。600名を超える児童が通学
する朝、狭い歩道は大渋滞、他の通行者
の迷惑にもなると予想。そこで、「スムー
ズに通学できるようにＰＴＡ役員が数日
間歩道で立哨できないか」という提案を受け実施が決定した
そうです。
初日の立哨で渋滞はほぼ解消。ただ、子どもたちの元気な
あいさつの声がなかったことに気づき、次回からはお揃いの
役員Ｔシャツを着用。子どもたちはピンクのＴシャツを着て
1列に並んでいる役員に興味津々。活動の意味を子どもたち
に説明すると同時にあいさつ運動も実施。元気な『おはよう』
が聞こえてきました。
週１回の通学路見守り活動をベースに、月１回は役員大集
合での活動を継続されています。大人が笑顔であいさつする
と子どもも笑顔であいさつしているのが印象的でした。

 何 してる！？

平成29 年度

受賞に輝くかたがた

日本PTA全国協議会会長表彰…団体の部

近畿ブロックPTA協議会会長表彰…団体の部

滋賀県PTA連絡協議会会長表彰…団体の部

日本PTA全国協議会会長表彰…個人の部

近畿ブロックPTA協議会会長表彰…個人の部

滋賀県PTA連絡協議会会長表彰…個人の部

高島市立今津東小学校ＰＴＡ

大津市ＰＴＡ連合会
東近江市ＰＴＡ連絡協議会

高島市立今津東小学校ＰＴＡ　　
日野町立南比都佐小学校ＰＴＡ

多賀町　北川　　豊
大津市　安田　清明

野洲市　橘　　　円
東近江市　大辻　典子

草津市　山﨑　　賢
東近江市　小口広之進
湖南市　中沢　真人
日野町　藤澤　祥己

大津市　安田　清明
長浜市　田中　正樹
高島市　桑原　健至
東近江市　大辻　典子

高島市　山本　幸恵
近江八幡市　伊丹　　稔
栗東市　水野　敏昭
長浜市　今井　正彦

▲ 伊藤　蒼真さん　　　　
大津市立仰木の里小学校

　２年生

▲ 井上千鶴香さん　　　
近江八幡市立八幡東中学校
２年生

  平成29年度滋賀県ＰＴＡ連絡協議会「活動目標３」
「早寝・早起き・朝ごはん」を合言葉に、

食育と基本的な生活習慣の確立ができるように推進します。

滋賀県教育長賞

滋賀県ＰＴＡ連絡協議会長賞

滋賀県青少年育成県民会議会長賞

彦根市立高宮小学校　　　　2年生　橋本　瑠里さん
彦根市立中央中学校　　　　2年生　福渡　彩英さん

大津市立仰木の里小学校　　2年生　伊藤　蒼真さん
近江八幡市立八幡東中学校　2年生　井上千鶴香さん

野洲市立野洲小学校　　　　5年生　野村　真央さん
東近江市立湖東中学校　　　2年生　小島　　慧さん

県民運動

ポスターコンクール
入賞者

平成29年度
（敬称略）
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チャブ保険は、さまざまな危険から

お子さまを24時間守ります。

www.chubb.com/jp

Chubb損害保険株式会社　大阪支店
〒530-0001  大阪府大阪市北区梅田2丁目5番25号（ハービス大阪）
TEL 06-6343-7591（代）
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24時間総合保障制度
 保障制度のおすすめポイント！！

こんな時にご利用いただいております！！

1．団体割引等により個人で契約するよりも保険料は約55％割安！
2．お子さまの傷害（ケガ）・特定感染症・熱中症の補償！
3．個人賠償責任補償は、お子さまはもちろん同居のご家族も対象！
4．各種サービスをご利用いただけます！
　　①メディカルアシスト（各種医療に関する相談に応じます。24時間365日受付）
　　②デイリーサポート　（介護・法律・税務のご相談）

滋賀県
自転車条例
対応！

※上記の資料見本は、29年度のご案内書類です。

新年度の加入手続き書
類は、4月初旬に学校
園を通じてご案内いた
します！

事 故 状 況

傷
　
害

ジェイボードから降りた際、手をついた時に手首を骨折
買い物中、車と接触して足を骨折
学校内で高い所から落ちて足を骨折
体育の授業中、ジャンプして着地した際に足を骨折

賠
　
責

自転車で走行中、停まっている車に当たり、車2台に傷をつけた
近隣宅の門柱に石で落書きをしてしまった
学校内で遊んでいた時に、誤って友人をケガさせてしまった
投げた物が当たり、教室のテレビが破損
友人と遊んでいて椅子が当たり教室のロッカーを壊した
持っていたボードが当たり、体育館のドアガラスが破損

□お支払い例（H28.5.1 ～ H29.5.1）

□事故受け状況（同上）
賠償（対人）
16件

賠償（対物）
102件

家庭内
63件

学校内
459件 学校外・家庭外

768件

事故受付
1,408件

保障制度のお問合せは、下記代理店へお願いします。

「園児･児童・生徒24時間総合保障制度」係

TEL : 0120-577-415 （平日9：30～17：00）
(株)アーク･スリー・インターナショナル

滋賀県PTA連絡協議会園児園児
児童児童
生徒
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